
　

　
　
爺
湖
町
商
工
会
女
性
部
（
横
山

　
　
節
子
部
長
）
が
社
会
貢
献
の
一

環
と
し
て
町
に
車
い
す
１
台
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
北
海
道
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が

行
っ
て
い
る
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車

い
す
と
交
換
す
る
取
り
組
み
に
、
同

女
性
部
は
平
成
18
年
か
ら
参
加
。
部

員
や
事
業
所
か
ら
プ
ル
タ
ブ
を
回
収

し
、
車
い
す
と
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
山
部
長
は
「
地
域
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
の
思
い
で
活
動
し
て
き
た
こ

と
が
形
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
喜
び
ま
し
た
。

洞

洞爺湖町ロータリークラブ
町内５小中学校に図書寄贈

　
　

爺
湖
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
（
Ｒ
Ｃ
、
三
浦
潤
介
会
長
）
は
、

町
内
５
小
中
学
校
に
、
各
学
校
が
選

ん
だ
図
書
合
計
87
冊
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
三
浦
会
長
と
荒
秀
樹

青
少
年
奉
仕
委
員
長
が
教
育
委
員
会

を
訪
問
し
、
皆
見
教
育
長
に
図
書
を

寄
贈
。

　
三
浦
会
長
は
「
活
字
に
触
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
で
、
自

宅
に
い
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
い
る

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

プルタブを集めて車いすに
洞爺湖町商工会女性部車いす寄贈12
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図書を寄贈した洞爺湖町ロータリークラブの図書を寄贈した洞爺湖町ロータリークラブの
三浦会長（中央）と荒青少年奉仕委員長（右）三浦会長（中央）と荒青少年奉仕委員長（右）

真屋町長（左端）に目録を手渡す横山部長（左から２人目）真屋町長（左端）に目録を手渡す横山部長（左から２人目）

洞
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のわだい
まち

町内で行われたイベントや活動を紹介します

地方自治の発展に貢献�
故植村秋光さん旭日単光章受章

真屋町長（左）から伝達を受ける妻の國子さん（右）真屋町長（左）から伝達を受ける妻の國子さん（右）

　
　
年
11
月
に
87
歳
で
亡
く
な
っ
た

　
　
元
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
の
故
植

村
秋
光
さ
ん
（
虻
８
区
）
が
旭
日
単

光
章
を
受
賞
し
、
勲
記
と
勲
章
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　
植
村
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
旧
虻

田
町
議
会
に
初
当
選
。
４
期
16
年
に

わ
た
り
、
建
設
常
任
委
員
長
や
総
務

常
任
委
員
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
妻
の
國
子
さ
ん
は
「
主
人
は
相
当

苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
と
声
を
掛
け
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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昨

　
　
の
特
産
品
で
あ
る
ホ
タ
テ
の
お

　
　
い
し
さ
を
児
童
・
生
徒
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
ホ
タ
テ
を
使
っ
た

学
校
給
食
が
、
学
校
給
食
週
間
（
１

月
24
日
～
30
日
）
に
合
わ
せ
て
町
内

の
全
小
中
学
校
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　
虻
田
地
区
で
は
、
26
日
に
ホ
タ
テ

カ
レ
ー
が
、洞
爺
地
区
で
は
28
日
に
、

ホ
タ
テ
シ
チ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
ホ
タ
テ
シ

チ
ュ
ー
は
初
め
て
食
べ
た
け
ど
、
お

い
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
食
べ
て
い

ま
し
た
。

地元のホタテをおいしく味わう�
漁協・道の駅あぷた無償提供

ホタテシチューを食べるとうや小学校の子どもたちホタテシチューを食べるとうや小学校の子どもたち

町
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